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地域包括支援センター別ワークショップ及び 

グループインタビュー実施概要（案） 

■地域包括支援センター別ワークショップ（６月下旬～７月上旬に実施予定） 

１．目 的 

地域包括ケアシステムの実現に向けて、各地域包括支援センターが担当する地区の現状と課題を明らかに

するとともに、地区の特性に応じた決め細やかなサービス提供を行うための基礎資料とする。 

 

２．調査手法 

以下の流れに沿って、ワークショップ方式で実施（2ｈ×１回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 課題の整理 
 

日頃の活動を通して課題と
感じていることを整理する。 

2・３地区の現状把握 
 

社会資源の整備状況やア
ンケート調査の集計結果等
を踏まえ、担当地区の強
み・弱みを整理する。 

５ あるべき姿の検討 
 

平成 37 年の高齢者人口
等を想定して、地区の将来
像（あるべき姿）を検討す
る。 

７ 推進事業の提案と
役割分担の検討 

 

主要課題を解決するための
事業を提案する。 
また、推進事業実施の役割
分担を明確化する。 

４ 現在の取り組み 
 
現在取り組んでいることを整
理する。 

６ 主要課題の明確化 
 
上 記 の 検 討 結 果 を 踏
まえ、主要課題を検討する。 
また、現在想定している課
題の妥当性を確認する。 

平成 26 年度に実施

したワークショップから

の変化を確認しなが

ら整理・検討する。 

・新たな取り組み 

・改善したこと 

・新たに出てきた課題

等 
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■グループインタビュー（６月下旬～７月上旬に実施予定） 

１．目 的 

アンケート調査では把握できない市民の福祉ニーズや、NPO、地域活動団体が活動を進めるにあたっての

課題を抽出し、具体的施策につなげるための基礎資料とする。 

 

２．調査手法 

活動内容で分類し、会場（市役所）にて、グループインタビュー方式で実施 

 

３．対象団体 

市内で活動している NPO、地域活動団体等 

※現在調整中 

 

 

 


